
アミ ノ 酸バラ ンスが乳牛の生産性を変える
阿蘇ミ ルク 牧場での実践

技術課　 南　 僚　

本稿を作成する にあたり 、 本文を読み込ま せてタ イ ト ルをChatGPTに作成さ せま し た。 やや

仰々し いながら 内容が分かり やすいのが気に入り 、 本稿のタ イ ト ルに採用し ま し た。 拙文なが

ら 気軽にお読みいただけたら 幸いです。

さ て、 タ イ ト ル通り 阿蘇ミ

ルク 牧場で バラ ン ス を 考慮

し たアミ ノ 酸の給餌を 開始し

ま し た（ 令和６ 年６ 月から ）。

表はその乳生産成績です。 結

果を 比較する と ６ 月から 成績

が向上し ていま す。 科学的な

統計に基づいた比較ではあり

ま せんが乳成分、 標準乳量に改善が見ら れま し た。 こ れは既に研究で報告さ れている 結果と 同

様のも のが得ら れま し た。 ま た、 こ れも 肌感覚的なも のですが発情の発見頻度が増えたよ う に

思いま す。 さ ら に、 本牧場にはホルス タ イ ン以外の乳牛がいま すが、 むし ろホルス タ イ ン以外

の品種の方が牛群検定の成績が向上し ていま し た。

そこ で、 今回はアミ ノ 酸バラ ンス についてお話し し たいと 思いま す。

アミ ノ 酸はタ ンパク 質を バラ バラ にし たも ので、 タ ンパク 質の原材料です。 アミ ノ 酸のバラ

ンス を お話し する にあたり 、 牛がど のよ う にし てタ ンパク 質を食餌から 獲得し ている のかお話

し し ま す。

牛は肉や魚の動物性タ ンパク 質を 摂取し ま せん。 我々ヒ ト は身体を 作る ために子供には肉や

魚をし っかり と 食べる よ う 教えま すが、牛がいつも 食べている のは多量の草だけです。 確かに、

植物にも 植物性タ ンパク 質があり 、 草を食べても タ ンパク 質は摂取でき る でし ょ う 。

し かし 、 草に含ま れる タ ン パク 質は少なく 、 あの巨体に不足なく タ ン パク 質を 供給する だけ

の量がある と は言えま せん。 ではなぜ、 あれだけ大き な体を作り 、 維持でき ている のでし ょ う

か。 タ ンパク 質はど こ から やっ てく る のでし ょ う か。

結論から 言いま すと 、 ルーメ ンで飼っ ている 微生物を タ ンパク 質源と し ていま す。 言い換え

れば微生物性タ ンパク 質です。牛が草を喰う と その草はルーメ ン内の微生物へ提供さ れま す（ 牛

の採食はルーメ ン微生物への給餌と も 言えま す）。微生物はその草を自分の生命活動エネルギー

へと 変化さ せていま す。 そし て微生物の生命活動によ っ て揮発性の酸を発生さ せつつ無数に分

給与前 給与後

５ 月 ６ 月 ７ 月

乳脂肪（ ％） 4 .2 0 4 .2 2 4 .2 1

乳蛋白（ ％） 3 .4 6 3 .4 9 3 .5 1

M U N （ m g /d l） 1 0 .7 9 .0 0 8 .2 0

標準乳量 3 4 .1 3 5 .1 3 6 .3
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裂・ 増殖を繰り 返し 、 ルーメ ンの微生物細菌叢を構築し 維持し ていま す。 そし て、 発生し た揮

発性の酸と 増殖し た微生物をそれぞれエネルギーと タ ンパク 質と し て吸収し ている のです。 こ

の様にし て草を喰う だけで大量のタ ンパク 質をゲッ ト でき ている のです。

本題に戻り ま すが、 牛は微生物から タ ン パク 質を 提供し ても ら っ てる んだから それを 分解す

れば良い。 アミ ノ 酸をわざわざエサに加える 必要はないじ ゃないか。 と 思われる かも し れま せ

ん。

ですが違いま す。 上述の牛は肥育や搾乳を し ない牛の話です。 我々が普段接し ている のは毎

日何十キロ も 泌乳する 乳牛です。 いわば、 世界ト ッ プレ ベルに活躍する 超一流アス リ ート と 一

般人の食生活を同じ 土俵で比べている 様なも のかと 思いま す。

その例えは大袈裟ではあり ま せん。 700kg泌乳牛（ 日泌乳量30kg） を 70kgの成人男子に置き

換える と １ 日のカロ リ ー摂取量は8560kcalと なる そう です。 こ れだけのカロ リ ーを 摂取する に

はカレ ーラ イ ス （ 750kcl/杯） なら 11皿、 コ ンビニのおにぎり （ 200kcal/個） なら 43個を食べな

く てはいけま せん。 ま た、 サッ カー選手は3500kcal、 ト ラ イ アス ロ ン 選手は6000kcalを 摂取す

る と 言われていま す。 それでも なお8500kcalと いう 数字には程遠いのです。（ 2020臨床獣医 特

別増刊号 獣医師のための飼料入門 P27 ） こ の様に、 乳牛は泌乳のために大量の栄養素を 代謝

し なく てはなら ず、 その栄養素を 欠ける こ と なく 提供し てあげる のが人の理想的な役割である

と 言える のです。

では牛にど の様な栄養素を 給餌し たら 良いのでし ょ う か？タ ン パク 質の栄養素と 言う と 粗タ

ンパク （ CP） や代謝タ ン パク 質（ MP） を 思い浮かべる のではないでし ょ う か。 勿論、 牛が必

要と し ている のはアミ ノ 酸です。 CPやMPではあり ま せん。

CPは飼料に含ま れる 窒素元素から 算出し 、 牛には吸収さ れないタ ン パク 質や窒素が含ま れ

ている 、 大ま かな指標でし かあり ま せん。

M Pも 決めら れたルーメ ン 微生物の組成（ ど う いう 微生物がど れだけいる のか） を 元に算出

し た目安でし かあり ま せん。 例え同じ 牧場の隣同士の牛であっても ルーメ ン微生物の組成が同

じ と いう こ と は有り 得ま せんし 、 ルーメ ンの微生物全てが解明さ れた訳でも あり ま せん。 アミ

ノ 酸バラ ンス が取れていればMPに不足があっても 生産性に影響は無いと 言われ、 逆にMPが充

足し ていても 特定のアミ ノ 酸が不足し ている 場合があり ま す。（ こ こ はハズせない乳牛栄養学

③ 大場真人 P121）

ではアミ ノ 酸の何がど れだけ必要なのか。 それは制限アミ ノ 酸と 言われる メ チオニンと リ ジ

ンです。 制限アミ ノ 酸の説明でよ く 使われる 、 例えは車のパーツ であっ たり 、 少し 古いですが

樽の理論だっ たり し ま す。 今回は私の“ 色” を出すために、 水割り の焼酎で例えてみたいと 思

いま す。

水割り の焼酎は氷、 水、 焼酎がグラ ス に入っ たも ので、 氷、 水、 焼酎は制限アミ ノ 酸では無
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いアミ ノ 酸です。 一方、 グラ ス は制限アミ ノ 酸です。 当然の様にグラ ス が無ければ水割り 焼酎

は成立し ない訳です。 グラ ス の無い、 氷、 水、 焼酎が混ざった液体はも はや扱いよ う のない不

用品で、 こ れが尿素窒素（ MUNやBUN） と 言えま す。 氷、 水、 焼酎の様なアミ ノ 酸はルーメ

ン微生物や飼料中のタ ンパク 質によ って牛へ十分に提供さ れていま す。 し かし 、 制限アミ ノ 酸

が不足し ている が故に、 尿素窒素がど んど ん作ら れてし ま う 。 その状況がアミ ノ 酸バラ ンス が

取れていない飼料なのです。 よ っ て、 グラ ス の数を検討し 貴重なアミ ノ 酸のロ ス を減ら すべき

なのです。

一方で、 尿素窒素は微生物の力によ っ て、 それぞれ元通り に分別さ れて再利用する こ と がで

き ま す。 尿素窒素は微生物がも つウ レ アーゼと 言う 酵素で再度アンモニアへと 変換さ れ、 生体

で再利用する こ と ができ ま す。 アミ ノ 酸のバラ ン ス が取れている と MUNが低く なる こ と があ

り ま すが、 こ の様な再利用の経路がある ので心配する 必要は無いと 言う こ と です。（ 乳牛の健

康と 乳性産 小原嘉昭 P90）

飼料中のタ ンパク 質原材料は比較的高価です。 ま た、 グルコ ース や脂肪の様に体に溜め込む

こ と はでき ず、 使われなかったタ ンパク 質は尿素窒素と し て排泄さ れてし ま いま す。 高価であ

り ながら 欠かすこ と ができ ないタ ンパク 質を 、 無駄なく 効率よ く 利用さ せる ためにアミ ノ 酸バ

ラ ンス を取る べき です。 暑熱時にも よ り 一層、 アミ ノ 酸バラ ンス が重要である と 言われていま

す。 暑熱時の血液はアミ ノ 酸組成に乱れがあり 、 ほと んど の成分で不足が見ら れる と のこ と で

す。 そのため、 アミ ノ 酸バラ ンス を取る こ と が乳質、 乳量、 健康の改善を見込める 可能性があ

る と 言われていま す。（ 2020臨床獣医 特別増刊号 獣医師のための飼料入門 P117）

ま た、 乾乳牛のク ロ ーズアッ プ期はアミ ノ 酸の添加が生産性において最も 効果的だと 多く の

研究で認めら れていま す。（ 乳牛の飼料設計 三好志朗 P80） こ の様に、 アミ ノ 酸バラ ンス を取

る こ と はス ト レ ス 耐性や健康増進、 つま り 、 牛本来の生産能力を引き 出すベース アッ プの様な

も のと 言える かも し れま せん。（ アミ ノ 酸の添加は飼料設計を 必ず実施し 、 各種栄養素を 充足

し たう えで行ってく ださ い）
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　 　 ま だま だ続く 熊本の暑さ ！

　 　 　 暑熱対策について考える【 ～飼養環境編～】

　 今年の夏は、 記録的な猛暑と な

り ま し た。

　 熊本市の猛暑日（ 35℃以上） は

28日連続（ ７ 月22日～８ 月18日）

と なり 、 県内の観測史上最長記録

を更新し ま し た。

　 ま た、 夜も 気温が下がら ず熊本

市の熱帯夜（ 25℃以上） も 28日連

続（ ７ 月18日～８ 月14日） と なり 、

県内の観測史上最長記録を更新し

ま し た。

　 さ ら に今年は、 ７ 月中旬以降は

昨年よ り も 日中最高気温が高く 推

移し ており 【 図１ 】、 昨年の最高

気温は熊本市で36.9℃（ ８ 月４ 日） に対し 、 今年

は38.8℃（ ８ 月４ 日） を 記録し ま し た。 こ れら の

こ と から も 、 今年の夏は例年になく 暑かったこ と

が伺えま す。

　 その影響で牛の体感温度が高ま り 乾物摂取量が

低下し 、 乳量低下や乳成分低下など が起き た農場

は少なく あり ま せん。

　 そこ で今回は、 こ の記録的な猛暑を乗り 切る た

め、 飼養環境についての暑熱対策事例をいく つか

ご紹介し ま す。

　 ま ず、【 写真１ 】 こ のフ リ ーバーン 牛舎の農場

では、 １ 日３ 回牛を飼槽通路に追い込み飼槽のエ

サが濡れない様に動噴機で水をかけていま す。 次

に、【 写真２ 】 こ の繋ぎ牛舎の農場では、 夕方の

エサ給与前に飼槽を掃除し シャ ワ ーを使って水を

かけていま す。 両農場と も 牛の頚部を中心に体全

体がじ っく り 濡れる よ う に水をかけていま す。

　 ま た、 排水や牛床の掃除が必要と なり ま すので

実施でき る 牧場は限ら れま すが、「 水を かけ風を

当てる こ と で涼し く なり 、 散水後のエサの食いが

良く なる 。」 と のこ と でし た。

　 次に、【 写真３ 】 こ れは、繋ぎ牛舎でのソ ーカー

シス テムです。 こ の農場では、 ２ 分半間隔で６ 秒

間散水する 設定で、 き 甲を 狙い散水し ていま す。

【 写真１】動噴機による散水 【 写真２ 】シャワーによる散水

生産本部指導部営農指導課　

□牛への散水冷却

図１ ． 最高気温・ 最低気温の推移（ 熊本市）

【 写真３ 】 ソ ーカ ーシステム
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「 こ の設定であれば、 牛床が濡れにく い。」 と のこ

と でし た。

　【 写真４ 】【 写真５ 】 こ の様なシャ ワ ー装置を乾

乳舎・ パーラ ー戻り 通路・ 待機場・ パーラ ー等に

設置する 農場も 増えていま す。

□屋根への対策

【 写真６ 】 石灰塗布の様子

　【 写真６ 】 こ の農場では、 哺育牛や育成牛を 飼

養し ている 屋根の低い箇所に石灰を 塗布し ま し

た。「 昨年に比べ屋根の表面温度も 下がり 、 体感

温度も 実施前よ り 低く 感じ る 。 ま た、 昨年は熱中

症になる 仔牛がいたが、 今年はそのよ う な仔牛は

出ていない。」 と のこ と でし た。 なお、 屋根が低

く 暑い空気がこ も っている よ う な環境では、 屋根

への塗料塗布や散水は高い効果が出ていま す。

【 写真７ 】

□送風機、 細霧の位置調整

　【 写真７ 】 こ の繋ぎ牛舎の農場では、 ご 自身で

換気扇を 移設し 出来る だけ牛へ近づける と 共に、

細霧装置を換気扇の前方に設置し 直し ま し た。【 写

真８ 】 こ れによ り 、「 以前に比べ細霧と 風が牛の

繋留場所に正確に流れる よ う になった。 ま た、 昨

年よ り 今年の方が暑く 感じ る が、 乾物摂取量は落

ちていない。」 と のこ と でし た。

　 参考情報と なり ま すが、 熊本市の2023年と 2024

年の４ 月から 10月ま でのTHI（ 気温・ 湿度よ り 算

【 写真８ 】

【 写真４ 】 シャ ワー装置（ 乾乳舎）

【 写真５ 】 シャ ワー装置（ パーラ ー戻り 通路）
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出さ れる 暑熱不快指数） の推移を【 図２ 】 に示し

ま し た。 近年、 ４ 月にはTHIが65を 超えており 、

牛は暑熱ス ト レ ス を感じ ていま す。 ま た、 ６ 月中

旬から ９ 月下旬の約３ ヶ 月半の間、 THIが80を超

え牛は非常に強い暑熱ス ト レ ス を 受けていま す。

特に今年の８ 月上中旬は、 THIが90を 超え、 昨年

に比べて如何に暑熱ス ト レ ス が大き かったかが分

かり ま す。 結果、 ８ 月上旬の県内の生乳生産量も

前年比の95.5% ま で落ちる 状況と なり ま し た。

　 ま だま だ続く 熊本の暑さ の中で今回ご紹介し た

対策事例を参考に、 ご自身の農場でも 今年の暑熱

対策を検証さ れ、 改善点があり ま し たら 来年に向

け早めの改善措置を講じ てく ださ い。

　 暑熱対策についてご 相談等ご ざ いま し たら お

気軽に営農指導課ま でご 連絡下さ い（ TEL 096-

388-3510）。

図２ ． 熊本市のTHIの推移
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令和５ 年度生乳品質共励会の結果報告

　 九州生乳販売農業協同組合連合会主催の生乳品質共励会が、 消費者の「 食の安全・ 安心」 に対する 関

心の高ま り に応える べく 、 令和５ 年度においても 実施さ れま し たので、 入賞さ れた方々を報告し ま す。

　 本県よ り 500㌧以上の部において、 1,171点を獲得さ れた右田祐樹さ んが最優秀賞を受賞さ れ、 他に15

名の方が優秀賞を受賞さ れていま す。

１ 部： 250㌧未満、 ２ 部： 250㌧～ 500㌧、 ３ 部： 500㌧超

　 令和５ 年度は、 九州で1,030戸（ 本県395戸） の生産者が生乳品質共励会に参加し 、 1,000点以上の優良

賞に本県は136戸（ 前年差＋12戸） の生産者が選ばれま し た。

　 今年の夏は、 昨年よ り も 厳し い暑さ が続き 、「 餌を 食わない・ 乳量が戻ら ん」 など の声が各所から 聞

こ えており 、 受入工場の乳成分（ 脂肪分） も 昨年よ り 下がっていま す。

　 消費者においし い牛乳を届ける ためには、 牛にあと 一口でも 多く 食べても ら う 必要があり ま すので、

皆さ んのあと 一頑張り をお願いし ま す。

令和５ 年度　 九州各県の得点階層別構成比一覧

得　 　 点 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島

1, 000 ～ 1, 200 19. 3%  10. 7%  18. 2%  34. 4%  21. 1%  20. 7%  15. 1%  

800 ～ 999 54. 5%  53. 6%  54. 6%  53. 2%  67. 6%  53. 8%  48. 7%  

750 ～ 799 10. 3%  10. 7%  9. 1%  4. 6%  4. 2%  8. 2%  12. 6%  

   0 ～ 749 15. 9%  25. 0%  18. 2%  7. 8%  7. 0%  17. 4%  23. 5%  

生乳品質共励会で最優秀賞を

　 受賞し 、 大変光栄に思っていま す。  酪農

は決し て 楽な 仕事ではあ り ま せん。 し かし 、

牛たちの健康と 安全を 第一に考え、 愛情を 込

めて育てている から こ そ、 こ のよ う な栄誉を

頂く こ と ができ た のだと 思いま す。 今後も 、

よ り 高品質な生乳を 生産でき る よ う 、 技術研

鑽に努める と と も に、 地域酪農の発展にも 貢

献し ていき たいと 考えていま す。

生乳品質共励会　 500㌧以上の部
最優秀賞　 右田祐樹さ ん

受賞コ メ ント

令和５ 年度 生乳品質共励会受賞者一覧

受賞者名 点数 規模別 表彰

右田祐樹 1, 171 ３ 最優秀賞

平山　 将 1, 167 ２ 優秀賞２

吉村信明 1, 156 １ 優秀賞５

原　 健一 1, 152 １ 優秀賞７

村岡泰司 1, 152 １ 優秀賞８

中村竜郎 1, 142 ３ 優秀賞15

上田健治 1, 141 ２ 優秀賞16

㈲隈部牧場 1, 137 ３ 優秀賞19

竹野和也 1, 136 ２ 優秀賞20

山下誠也 1, 135 ２ 優秀賞21

荒木和也 1, 135 １ 優秀賞22

㈲ド リ ームフ ァ ーム山本 1, 134 ３ 優秀賞23

㈲生山牧場 1, 133 ２ 優秀賞25

㈲茶ノ 木 1, 130 ３ 優秀賞27

坂梨博則 1, 130 ２ 優秀賞28

坂本克美 1, 129 ２ 優秀賞29
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　 50歳を 過ぎたあ たり から 、 本を あ ま り 読ま

なく なっ た。 ス マホ に頼り がちな生活になっ

ている 。 子供には散々「 本を 読ま ないと 考え

る 力がなく なる 。」 と 説教し ておき ながら なん

と も 恥ずかし い次第です。 ５ 月連休は、 何度

も 読んだ京セラ 創始者稲盛和夫氏の書籍を 数

冊読み返すこ と にし ま し た。 稲盛和夫氏は、

赤字続き の日本航空の経営再建を 一任さ れ、

積極的に社員の意識改革を 断行し 、 ３ 年間で

Ｖ 字回復さ せた経営の神様みたいな存在です。

　 著書の中で心に残っ たのは、（ ア） 経営者は

人を 見抜く 眼力、 育て る 人間力が必要だと 、

（ イ ） 仕事は所詮人がやる も のだと 、（ ウ ） 仕

事の能力は学歴と は比例し な い、（ エ） 僅か

2000円のコ ス ト 削減と 思う な、など 改めて「 人

を生かす」 こ と の心得を学びま し た。

　（ ア） 経営者にと っ て、 従業員の良し 悪し で

業績が決ま る わけですから 、 そう いっ た人材

を 確保・ 育成でき る かにかかっ ていま す。 稲

盛和夫氏の本では、「 フ ィ ロ ソ フ ィ 」 と いう 言

葉が頻繁に出てき ま す。 こ れは、 ビ ジネス で

考える と 「 こ う あ る べき 」 と いう こ と だと 思

いま す。 会社でいう 経営方針や社員に求める

像だと 思いま す。

　 大事なのは、 すべての従業員が経営方針を

理解し 、 その方針に従っ て常に従事する 。 経

営者は経営方針（ 夢） を 熱く 語り 、 会社の業

績が伸びる こ と は従業員、 そし てその家族の

幸せにつながる こ と を 十分認識さ せる こ と が

重要です。 ま た、 その業績ア ッ プ（ 改善） に

資する 行動への対価も 用意し なければなり ま

せん。

　 法人化さ れて いる 酪農経営等において も 、

単な る 作業員ではな く 、 経営者が夢を 語り 、

経営改革に向けた自由闊達な意見を 聞く 環境

を 作り 出せば、 仕事

への 意識も 高ま り 、

日々の作業を 安心し

て 任せら れる 従業員

へと 育っ ていく のではないでし ょ う か。

　（ イ ） 仕事は所詮人がやる も のです。 従業員

の方々にと っ て、 経営者側が担当業務に対し

て関心を も っ て見てく れている、 課題や改善

提案に真摯に応えてく れる と 考えていてく れ

る こ と が重要です。 良く 現場で聞く 言葉が「 あ

れは上司がやれと 言っ たから 」、「 先方から 求

めら れたから 」、「 一応、 言われた通り やっ て

おき ま し た」、「 前の担当がやっ た通り にやり

ま し た」 など 、 主体性が感じ ら れま せん。

　 こ れでは、 業績ア ッ プど こ ろ か、 会社の存

続さ え心配になり ま す。 稲盛氏が唱える「 フ ィ

ロ ソ フ ィ 」、 会社の経営方針や社員に求める 像

が全社員に浸透する よ う 管理職は従業員と ひ

ざを 突き 合わせる 作業を 怠っ ては信頼関係を

構築でき ず、 仕事のベク ト ルが一致し ま せん。

何度も 同じ こ と を 申し 上げま すが、 所詮人が

やる こ と です。 お客様と の間でも 「 こ の人は

信頼でき る 。 人間性も 良い。」 と 信頼関係が構

築でき る 人が会社にと っ て必要な人物ではな

いでし ょ う か。 人事評価制度の中に情意評価

を 行う 会社も あ り ま す。 情意評価と は仕事に

対する 姿勢や協調性、 みんながやり たく ない

作業（ 掃除や雑用） を 率先し て取り 組む、 職

場の従業員を フ ォ ロ ーでき る など 人間性を 評

価する も のです。 前述し たと おり 、 上司にな

る 方は特に情意評価が大事になり ま す。

　（ ウ ） 前職でも 経験し ま し たが、 名門の大学

を 卒業し たから と 言っ て仕事ができ る と は限

り ま せん。 日々の業務から 技量や人間力を 身

につけ、 様々な顧客に対し て会社の経営方針

COLUMN ― コ ラ ム ―

日々是雑感

ら く のう マザーズ　 顧問

中村　 秀朗
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九州支店

熊本県熊本市東区小山 7丁目4-15

に基づく 仕事ができ る か、 明る く 調和のあ る

職場環境を つく る ため努力し ている か、 その

よ う な姿勢で取り 組む従業員が会社にと っ て

最も 重要で、 その能力を 有する 者を 幹部に配

置する こ と が会社の行く 末を 左右する と 思い

ま す。

　（ エ） ま た 一方で、 派手ではな いが地道に

努力する 人も 会社には必要です。 昨年度のら

く のう マザーズの業務改善運動発表大会で大

分営業所の方々がわずか千円単位の節減を 細

やかに取り 組んでいる 発表を さ れ、 非常に感

心し ま し た。 酪農現場でも 気づかぬう ち に、

ウ ォ ータ ーカ ッ プを 掃除し たり 、 ロ ーダーの

グ リ ス ア ッ プし たり 、 破れたホ ース を 補修し

てく れる 従業員が大事ではないでし ょ う か。

　 今回、 改めて 稲盛和夫氏の本を 読み返し 、

私にはと ても 経営者と し ての資質はないこ と

を 痛感し ま し た。 早く リ タ イ ア し て良かっ た

と 思いま し た。 し かし 、 経営者であ る 酪農家

の方々、 ま た関係組織の職員の皆さ んはこ れ

から です。 人を 生かし 、 自分を 生かす取り 組

み（ 行動）を少し 考えてみてはど う でし ょ う か。
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　 去る ５ 月20日から ６ 月14日ま での26日間にわた

り 牛群審査並びに体型調査を実施さ せていただき

ま し た。 前回が令和４ 年前期であったこ と から ２

年ぶり の審査であり ま し た。

　 期間中大変お世話になり ま し た生産者、 ら く の

う マザーズの方々はじ め関係機関の皆様方には心

よ り 感謝申し 上げま す。 ま た、 平年よ り 梅雨入り

が遅れたこ と によ り 、 概ね天候に恵ま れた中での

審査・ 調査であり ま し た。

熊本県の審査概況について
（ 一社） 日本ホルスタ イ ン 登録協会 審査委員 植原友一郎　 　

　 令和６ 年度（ 前期） 牛群審査・ 体型調査報告　 　

　 概況につき ま し ては、 正味20日間で、 75戸の農

家を 訪問し 、 牛群審査14戸176頭、 奨励審査14戸

37頭、 体型調査と し て、 後代検定に係わる 調査39

戸387頭、 ゲノ ミ ッ ク 評価のリ フ ァ レ ン ス 集団に

雌牛を追加し 、 信頼度の向上を図る ためのSNP審

査事業において50戸376頭の合計976頭の審査・ 調

査を実施する こ と ができ ま し た。

　 審査及び調査結果は表１ のと おり です。  

　 ４ 月の長雨の影響で、 農作業に遅れが出た影響

で、 審査・ 調査頭数並びに戸数は減少し ま し た。

し かし ながら 、 今回訪問し て感じ ま し たこ と は、

生産者の皆様の乳牛の改良意欲をよ り 一層強く 感

じ る と と も に、 生産者の牛群は大変すばら し く 、

たゆま ぬ努力に敬意を表し たいと 思いま す。 私が

審査を行いま し た過去３ 回分の平均審査得点を表

２ に掲載し ま し た。 審査月齢や産次、 頭数に違い

があ り ま すが、 牛群審査では、 前回よ り 0.1ポイ

ント 下降、 奨励審査では0.1ポイ ント 上昇。 ま た、

後代検定に係る 調査でも 0.1ポイ ン ト 上昇し 、 全

体では0.1ポイ ント 上昇し ま し た。

　 ま た、 今回の審査及び調査頭数976頭の内訳は、

初産583頭（ 59.7％）、 ２ 産で219頭（ 22.4％）、 ３

産135頭（ 13.8％）、 ４ 産26頭（ 2.7％）、 ５ 産以上

13頭（ 1.3％） であ り 、 各々の平均得点は、 初産

80.5点、 ２ 産84.4点、 ３ 産86.1点、 ４ 産89.0点、 ５

産以上89.8点であり ま し た。 ま た、 令和５ 年度後

期から 事業を開始し ま し たSNP審査は、 初産から

３ 産ま での牛を対象と し た調査であり 、 熊本県で

私が調査を行う のは今回が初めてになり ま す。 平

均得点は、 83.4点（ 376頭） であ り 、 内訳は初産

80.8点（ 112頭）、 ２ 産83.8点（ 164頭 ）、 ３ 産85.4

点（ 100頭） であ り ま し た。 なお、 初産全体にお

ける 各得点形質の配点では、 体貌と 骨格80.7点、

肢蹄79.7点、乳用強健性81.4点、乳器80.3点であり 、

平均審査得点は0 .1ポイ ント 上昇 

0

50

100

150

200

75以下 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 91以上

牛群 奨励 調査（後代） 審査（SNP）

75
以下

76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91
91

以上
計

平均
得点

牛群 0 0 0 0 2 10 17 18 24 5 14 23 12 23 13 14 1 0 176 85.0

奨励 0 0 0 0 1 1 2 2 1 2 1 5 5 4 8 4 1 0 37 86.5

調査（ 後代） 2 2 7 32 84 127 65 52 15 1 0 0 0 0 0 0 0 0 387 80.1

審査（ SNP） 1 0 0 5 15 33 38 46 45 51 68 31 31 12 0 0 0 0 376 83.4

計 3 2 7 37 102 171 122 118 85 59 83 59 48 39 21 18 2 0 976 82.5

表１ ． 令和６ 年度（ 前期） 審査及び体型調査結果・ 分布
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ま た、体貌骨格における 尻の配点につき ま し ては、

79.6点であり ま し た。 今後と も 機能的部位である

乳器、 肢蹄並びに尻の改良に努力し ていただき た

いと 思いま す。

　 ２ 年ぶり に審査を 務めさ せていただき ま し た

が、 数多く のすばら し い牛と 巡り 会う こ と ができ

ま し た。

　 今回誌面の関係でエク セレ ント 牛と し て格付け

いたし ま し た牛を表３ に掲載いたし ま し たが、 今

後活躍が期待でき る 沢山の若雌牛を見る こ と がで

き ま し たこ と は、 日頃よ り 飼養管理を含めた乳牛

改良にご尽力し ている 生産者の皆様に改めて敬意

を 表する 次第です。 ま た、 今回審査し た976頭に

ついて、 機能的部位における 感想を述べたいと 思

いま す。

１  ） 訪問し ま し た酪農家の牛群は、 体貌・ 骨格、

乳用強健性については概ね問題は無かった様に

思いま すが、 体貌・ 骨格の尻の部分において、

腰角と 坐骨の位置が水平ま たは高い牛、 尾根の

低い、 ま たは高い牛が全体で散見さ れま し たこ

と は、 繁殖性に関連する 部位である こ と から 、

種雄牛評価成績等の体型形質部位を 参考に寛

幅・ 坐骨幅を重視し た尻の改良に心がけてほし

いと 思いま す。

２  ） 機能的生産寿命と 密接に関係がある 体型部位

の中の肢蹄におき ま し て は、 飛節の曲飛・ 直

飛、 飛節の寄り 、 飛節の腫れ、 繋ぎの弱さ 等が

散見さ れま し た。 肢蹄は、 体型形質における 遺

伝率が他形質に比べ低いため、 牛床の改善や削

蹄等の護蹄管理に心がけていただき たいと 思い

ま す。

３  ） 今回審査し ま し た583頭の初産の乳房形質と

し て、 後乳房の高さ 、 後乳房の幅においては概

ね良好であり ま し たが、 最近の傾向と し て産次

から 見た前乳房の付着の弱いも の、 乳房底面の

低いも のが散見さ れま し たこ と は、 産次を重ね

る こ と によ る 作業効率の悪化や乳房の損傷を受

けやすく なる 傾向があり 、 特に生涯乳量と 乳房

の深さ の関連性は他の形質と の比較において相

対的に強いこ と から 、 乳房底面の改良に心がけ

てほし いと 思いま す。 ま た、 特に後乳頭配置に

おける 内付き のも の、 乳房底面における 前傾斜

の強いも の等が散見さ れま し たこ と は、 乳房底

面の低さ 同様、 作業効率の悪化につながる こ と

から 注意が必要です。

　 なお、 毎回の審査並びに調査終了後お渡し し て

いる 、 審査成績報告書（ 線形形質） における 形質

ごと の好ま し い線形ス コ アの範囲を表４ に掲載し

ておき ま し たので、 参考にし ていただき たいと 思

いま す。

更なる 生涯生産性向上に向けて

令和元年度後期 令和４ 年度前期 令和６ 年度前期 備　 考

 牛群審査 85.0点（ 424頭） 85.1点（ 364頭） 85.0点（ 176頭）

 奨励審査 86.2点（ 37頭） 86.4点（ 20頭） 86.5点（ 37頭）

 体型（ 後代） 79.9点（ 346頭） 80.0点（ 588頭） 80.1点（ 387頭）

 審査（ SNP） 　 83.4点（ 376頭） R5後期よ り

表２ ． 過去３ 回の平均得点比較
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　 我が国の酪農の状況は、 配合飼料や粗飼料の高

騰をはじ め、 燃料や肥料など の生産資材のコ ス ト

が軒並み上昇する 、 過去に経験し たこ と のない極

めて厳し い状況に直面し ており ま すが、 乳用牛の

改良はコ ス ト 低減や酪農経営改善のツ ールであ

り 、 近年はゲノ ミ ッ ク 情報の活用や、 本年８ 月に

は、 疾病繁殖性の改善を盛込んだ新たな総合指数

（ NTP2024） が公表さ れ、 よ り 一層の生涯生産性

向上が期待さ れま す。 今後と も 乳牛改良における

登録事業並びに調査事業にご理解ご協力を下さ る

よ う お願い申し 上げま すと と も に、 熊本県の酪農

が益々ご発展さ れま すこ と をご祈念申し 上げ、 概

況報告と さ せていただき ま す。

終わり に 

名　 　 　 　 号 生年月日 産次 得点 所有者 住所氏名

 ｷー  ｼ゙ ﾔｽﾄ DO IT  ｱｲｵー ﾝ H30.10.16 4 91（ 2E） 合志市　 松島太一

 ｵﾝﾜー ﾄﾞ  ｱﾌﾀ ｼーﾖﾂｸ ﾊー ｹ゙ ﾝ　 H26.01.05 7 91（ 3E） 合志市　 松野佑哉

 FDF ﾁﾂﾌ゚ ﾐﾆー R02.01.02 3 90 菊池市　 清水大介

 ｳｲﾅー ﾒ ﾄーﾞ  ﾌﾘﾂﾌ゚  ｴｱー ﾏﾂｸｽ 20 R02.01.10 3 90 合志市　 後藤　 勝　

 KM ﾌｱｽﾄ ｱﾀﾂｸ ﾁﾔﾝｽ R01.08.07 3 90 球磨郡　 ㈱有田牧場

 HLW ﾄﾞ ｱﾏﾝ ﾛ ｿーﾘﾃｲ H30.10.20 4 90 菊池市　 梁池勝憲

 ﾚｶﾞ ﾉー ﾉ ｸーﾘ ﾌーﾋﾞ  ーｸﾗﾂｼﾕ H30.10.06 4 90 菊池市　 竹内太輔

 ｳｴｽﾄﾛ ﾄーﾞ  ﾓー ｸﾞ ﾙ ｱﾚﾂｸｽ H30.07.16 4 90 大津町　 ㈲西本ファ ーム

 DFD ｼﾙﾊ゙  ーﾒｲ ﾌﾗﾜー H30.08.03 4 90 人吉市　 ㈲大王牧場

 ｳｴｽﾄﾛ ﾄーﾞ  J ﾌｱﾝｼー  ﾍ゙ ﾘｰ H30.02.03 4 90 大津町　 ㈲西本ファ ーム

 ｳｲﾅー ﾒ ﾄーﾞ  G ﾁﾂﾌ゚  ｴｱー ﾏﾂｸｽ 17 H29.11.29 5 90 合志市　 後藤　 勝　

 KSF ｴﾓー ｼﾖﾝ ﾍ゙ ﾙ H29.10.18 4 90 菊池市　 芹川恵介

 ｷー  ﾌ゙ ﾙー ﾏｽﾀ  ーｻﾝﾁｴｽ H29.06.30 5 90 合志市　 松島太一　

 ｽﾏｲﾘ  ーｸﾗﾗ ｴﾄﾞ ﾜー ﾄﾞ  ｼ゙ ｴｲﾐ  ー H28.12.08 5 90 球磨郡　 村田瑞晃

 HND ﾌ゙ ﾗﾂﾄﾞ ﾆﾂｸ ﾏﾂﾄ H28.08.24 4 90 菊池市　 ㈱本田牧場

 ｸﾗﾗ ﾋﾞ  ーﾓー ｸﾞ ﾙ ﾁﾔﾝﾌ゚ H28.09.12 5 90（ 2E） 球磨郡　 村田瑞晃

 ｾﾘｶﾜﾌｱー ﾑ ﾌ゙ ﾗﾂﾄﾞ ﾆﾂｸ ﾜﾝﾀﾞ ｰ H28.02.21 6 90 菊池市　 芹川恵介

 KSF ｽー ﾊ゚ ｽーﾃｲｼﾖﾝ ﾏﾘｰ H27.12.06 6 90（ 2E） 菊池市　 芹川恵介

 ﾎー ﾌ゚  ｽ ﾊー゚ ｽーﾃｲｼﾖﾝ ﾍ゙ ｽﾄ H27.03.16 7 90（ 2E） 菊池市　 芹川恵介

 KSF ｽー ﾊ゚ ｽーﾃｲｼﾖﾝ ﾛ ｽーﾞ ｰ H27.02.18 7 90 菊池市　 芹川恵介

表３ ． 令和６ 年度（ 前期） エク セレ ン ト 牛

表４ ． 線形形質スコ アの評価基準

線形形質 年齢・ 産次 望ま し い 線形形質 年齢・ 産次 望ま し い 線形形質 年齢・ 産次 望ま し い

胸の幅
２ 歳ク ラ ス ６ ～９ 蹄の角度　 ５ ～７ 乳房の懸垂 ７ ～９

３ 歳以上 ８ ～９ 蹄踵の厚さ ６ ～８
乳房の深さ

初産ク ラ ス ７ ～８

尻の角度
初産ク ラ ス ５ ～６

前乳房の付着
初産ク ラ ス・
２ 産以上

７ ～９
２ 産以上 ５ ～７

２ 産以上 ４ ～６ 前乳頭の配置 ５ ～７

坐骨幅
２ 歳ク ラ ス ６ ～９ 後乳房の高さ ７ ～９ 後乳頭の配置 ４ ～６

３ 歳以上 ７ ～９

後乳房の幅

初産ク ラ ス ６ ～９ 前乳頭長さ ４ ～６

後肢側望　 ５ ２ 産ク ラ ス ７ ～９

後肢後望 ７ ～９ ３ 産ク ラ ス ８ ～９
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雇入れ時教育が全業種で義務化されました！

労働安全衛生法第59条第１項では、「事業者は労働者を雇い入れたときは、
当該労働者に対し、厚生労働省令で定めるところにより、その従事する業務
に関する安全又は衛生のための教育を行わなければならない」こととされて
います。（以下「雇入れ時教育」といいます。）

これまで、農業を含む一部業種については、雇入れ時教育の実施に当たり、
機械の取扱い方法等の一部項目を省略することができる旨が規定されていま
したが、今般、この省略規定が廃止され、令和６年４月１日より全業種で義
務化されることとなりました。

※違反した場合、50万円以下の罰金が科せられる可能性があります。

（労働安全衛生法第120条第１項）

農業者の皆様へ

＜テキスト、リーフレット及び問合せ先 掲載リンク＞

https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/
anzen/roudouanzenkyouiku.html

＜雇入れ時教育の目的＞

労働災害は、施設・設備などの不備によって生じるほか、労働者の知識、経験の不足もそ
の一因となることが少なくないため、労働安全衛生法においては、労働者の知識・経験の不
足に基づく災害を防止するため、安全衛生教育の実施が義務付けられています。

＜雇入れ時教育の教育項目（労働安全衛生規則第35条）＞

１ 機械等、原材料等の危険性又は有害性及びこれらの取扱い方法に関すること。

２ 安全装置、有害物抑制装置又は保護具の性能及びこれらの取扱い方法に関すること。

３ 作業手順に関すること。

４ 作業開始時の点検に関すること。

５ 当該業務に関して発生するおそれのある疾病の原因及び予防に関すること。

６ 整理、整頓及び清潔の保持に関すること。

７ 事故時等における応急措置及び退避に関すること。

８ 前各号に掲げるもののほか、当該業務に関する安全又は衛生のために必要な事項。

労働者を雇用する農業者の方は、農林水産省が作成した
「事業者向けテキスト」及び「労働者向けリーフレット」
を活用しながら、雇入れ時教育を実施してください。

令和６年７月 熊本県農林水産部生産経営局農業技術課
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